





























































































































































































































































　教科書の 2つの読書論を読んだ後、目次を参考にして 20 の読書論から選択して読むよう
にした。
　授業中に読む時間をできる限り確保するようにしたが、時間が不足したので、家庭学習で
も並行して読み進めるようにした。
資料①【学習計画・評価表（担任教師の読書論）】
－ 132 －
（17）
　3時間目も読書論を読み続け、その中から 3－ 5点を選択し、一言感想と好きな箇所を書
き出させた。以下、紹介する。
資料②【読書論の一部『みんな本を読んで大きくなった』より】
資料③【読書っていいなリスト】
－ 131 －
（18）
　後半は、これまで読んだことを書くことに生かすようにした。「内気な友達」を分析して、
自分と本とのかかわりについて書いた。字数は、400 字程度が多かった。
⑶　三次の展開
　前半は、3時間目に続いて読書論を書き、後半はそれを交流する時間にした。交流は、グ
ループを中心とし、よく書けていたものから 6点紹介した。帰りの会等も利用し、あと 6点
紹介した。大きな成果は、「読書しよう」という気持ちを持たせることができたことだ。また、
「私もそろそろ読書しなきゃ」「字だけの本にも挑戦しよう」という感想が示すように、これ
まであまり読書をしなかった子どもたちの心にも揺さぶりをかけることができた。
8　全体の考察と今後の課題
⑴　読書論を書くこと
　子どもが読書論を書くことで、自身が本をどのように思っているのかが明確になった。顕
著だったことは、以下のように、本を友達に例える子どもが半数ほどでとても多いことだ。
資料④【子どもが書いた読書論（右：A児、左：B児）】
－ 130 －
（19）
　【本は友達】○「本のページを開いたら『楽しいよ、読んでみて』と言っているように聞
こえる。本は私たちと友達になりたいんだなと思う」
　○「私にとって本は「友達」だと思っている。友達が大切なように、本も大切だと思う。
なぜかというと、本は人を楽しませたり、感動させたりする力があるから」
　○「本は大事なことを教えてくれる友達だと思う。本と人間は同じようなもの。楽しくな
る本、悲しくなる本があるように、人間も楽しくなるとき、悲しくなるときがある」
　本を身近に感じられたことも成果の一つである。
　【本は生き物】本を生き物と考えている子は、「本とは生き物だと思う。生き物はかわいが
るとなついてくれる。本を大切に扱うと本の世界に連れていってくれる」と、両者に相
互作用があるようにとらえられた。
　【本は心】本を心だとする子は、「本は心の一部のような気がする。だから、たくさん本を
読むと、考えが広がると思う」と、思考の広がりに目を向けられた。
　「本は知識を与えてくれるもの」を書いたA児は、本は知識を与えてくれる大切な存在だ
とし、心が成長するものととらえている。
　「僕にとっての本」を書いたB児は、本を無数にある星に例え、星を探すように本を探す
ことの楽しみを挙げている。
⑵　読書論を読むこと
　文集にしたことで、友達同士の読書論を交流することができた。そのことが、読書する契
機にもなり、書くことへの刺激にもなった。
　最後に、単元を通してのA児の感想を紹介する。
　「みんな、自分で考えたとは思えないほどよかった。Kさんは「本はそばにいてくれます」
のところがすごくいい。Hさんは教科書の文みたいでした。「好きになった本は最後まで読
んであげてください」は本をほめているみたいです。Mさんは本と人間は同じだというこ
とを教えてくれた」。
（ふなつ　けいじ・姶良市立加治木小学校）
－ 129 －
（20）
